
p. 1 
 

                                               令和３年６月３日  
 学校法人 都 築 学 園    
 専門学校 第一自動車大学校  

     校 長   中 塚  健 三  

令和２年度 学校関係者評価 報告書 
≪評価対象期間≫ 
自：令和 2年４月１日 
至：令和 3年３月３１日 

学校法人都築学園 専門学校第一自動車大学校は、福岡県内での新型コロナウイルス感染症患者の発生状況に鑑み、令和２年５月６日

から 29 日までの間、学校関係者評価委員会を書面開催致しました。令和 2年度の自己点検・評価で明らかにした学校運営の現況、課題

及び改善策について学校関係者評委員の忌憚のないご意見をいただき、取りまとめた結果を、「令和 2年度 学校関係者評価 報告書」

としてここに公表致します。 

教職員一同、教育の質の向上、合規適正な校務運営、透明性の確保等、より良い校務運営に取り組んで参りますので、より一層のご支

援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

学校関係者評価委員名簿 

氏  名 役   職   等 

     寺﨑 浩二 一般社団法人福岡県自動車整備振興会 指導部部長 

鶴戸 美智男 九州三菱自動車販売株式会社 上級執行役員ｸﾞﾙｰﾌﾟｻｰﾋﾞｽ本部長 

平野 定 福岡市東光公民館 館長 

上嶋 忠博 東栄自動車有限会社 代表取締役社長 （本校 卒業生） 
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１ 教育理念・目標 

教育基本法及び学校教育法に従い本校の建学の精神である「個性の伸展による人生錬磨を校是とする」を掲げ、その方針に則り各自の能

力及び特性に応じ社会の要求に即応した一級自動車整備士を５年、二級自動車整備士を３０年以上に渡り育成し、我が国の自動車産業の技

術の振興に寄与している。 

また、自動車産業界の進歩と保安基準の変化に伴い高い技術を有する一級自動車整備士コースを開設するなど社会のニーズに応えた体制

を整えるとともに、日本人学生と海外の多様な国からの留学生を広く受け入れ、グローバルな環境を活かして職業人養成を行い国際社会に

貢献する学校を目指している。 

課   題 改  善  策 評価委員意見と回答 

即戦力となり勝つ時代の変化に対応でき

る人材像のさらなる探求 

業界団体との密接な連携による将来必

要な人材像の具体化 

同意 

一級メカニックコース及び、メカニック

コースが国家試験合格率 100％達成。引

き続き継続して 100％合格を目指し努め

る。 

学生の学力の継続的かつ確実な把握と

学力レベルに応じた教育の実施 

同意 

社会経済のニーズの継続的かつ的確な把

握及び魅力的な専門学校づくり 

高校及び業界団体との連携の更なる強

化 

●メカニックコースに入学し最先端技術を学びたい人

は、未来型パワーユニットコースに編入できる選択肢

があるのは素晴らしいと思います。（上嶋） 

将来構想に関しては、周知すべき範囲・内

容が明確になっておらず検討する必要が

ある。 

将来構想の更なる具体化と学生・保護

者に周知すべき時期・内容・要領の検討 

同意 

学科等に対応するニーズの的確かつ継続

的な把握 

 

自動車整備振興会、ＪＡＭＣＡ、自動車

関連業者・ディラー等から積極的かつ

継続的に社会的ニーズや自動車産業の

将来的な動向に関する情報を入手し、

教育目標や育成人材像への影響につい

同意 
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て継続的に分析していく。 

このため、教員は整備振興会や各ディ

ラー等の外部講習を着実に受講する。 

 

２ 学校運営 

学校設置当初から学校運営・目的に沿った「教育指針」を学校運営方針として定め、中長期的な視点のもと、教育に影響を及ぼす環境の

変化や前年度の教育成果を分析し、年度の教育、就職支援、募集広報等について事業計画を策定し、法人の規程を遵守しつつ着実に校務を

運営している。 

課   題 改  善  策 評価委員意見と回答 

自動車整備士に対する社会的ニーズや自

動車産業の将来的な動向を踏まえた学校

運営方針の継続的な検討 

学校関係者評価を活用した継続的な検

討 

同意 

教育方針を踏まえ、教育、就学支援、募集

広報等について事業計画を定めている

か。 

事業計画のさらなる具体化が必要 同意 

運営組織や意思決定機能に関する法人規

定の学校としての更なる具体化 

法人の規定を踏まえた学校の規定の整

備・具体化 

同意 

人事等に関する規程等の整備 学園法人の規程に定めてられている。 同意 

情報公開がなされているか。 本校ホームページに掲載 同意 

学内統合情報システム S-Wｉｎｇの機能

の十分な活用ができていない。 

S-Wｉｎｇの活用要領の普及教育及び

マニュアル化 

●S-wingを活用する事の最大のメリットとは何です

か？ 

→職員間の情報の共有・個人情報の管理・ペーパーレ

ス 
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３ 教育活動 

国土交通省の指定校として基準以上の教育及び学校独自の指定外教育等によりわかる教育、わからせる教育をモットーに、留学生を含む

学生一人一人の個性を活かし、学力に合ったきめ細やかな授業体制の中で基本に力を入れ、１・２級自動車整備士合格率及び就職率 100％

達成に向けて全教職員一同全力を注いでいる。また、１・２級自動車整備士以外の自動車関連の資格取得を積極的に奨励し、学生の１・２

級自動車整備士としての自覚及び技術の向上に努めている。 

課   題 改  善  策 評価委員意見と回答 

卒業後、実社会で即戦力となれるよう、よ

り実践的な教育課程の編成。 

卒業生の追跡調査と教育課程の編成へ

の反映 

同意 

令和２年度は、自動車整備士の国家試験

100％合格を達成する。 

 

学生の個々の特性・能力に応じた融通

性ある学習時間の確保及び柔軟性ある

指導体制の構築が必要。 

同意 

学科等のカリキュラムは体系的に編成さ

れているか。 

学科と実習のバランスのよいカリキュ

ラムの編成が必要 

同意 

実践的な職業教育の視点に立ったカリキ

ュラムの充実 

実践的な職業教育の視点に立ったカリ

キュラムの更なる研究と工夫 

同意  

インターンシップ以外の科目への関連分

野の企業等の意見の反映 

学校評価委員会の活用及びより積極的

な企業等からの意見聴取 

●インターンシップは企業と学生の双方が現実を知

る、有意義な機械と考えます。学生の将来への一助と

なるように、今後もより積極的な取り組みを期待した

く存じます。（鶴戸） 

実践的な職業教育の設定が不十分 実践的な職業教育の科目の充実 同意 

学生に対するアンケートや自己評価、教

員相互の授業見学等を行っているが、実

施の根拠・要領等制度化が不十分 

授業評価の実施・評価体制の検討と制

度化 

同意 
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成績評価・単位認定・進級・卒業判定基準

の明確化されているか。 

 

 

学則に定めホームページで公開。 

オリエンテーションでも周知徹底が必

要。 

同意 

カリキュラム中に体系的な位置づけがあ

るか。 

 

国家試験合格 100％を継続し、学生の

個々の知性・能力に応じた柔軟性のあ

る指導体制の構築 

同意 

十分かつ安定的な一級自動車整備士・二

級自動車整備士資格保有教員の確保 

特に、一級自動車整備士資格保有者の安

定的な確保 

資格保有者に関する継続的な情報収集

及び募集  

関連企業等との連携の更なる強化 

●特定整備制度（電子制御装置）の認証取得の時期は

いつ位ですか？（寺﨑） 

→本校は開講しておりません。 

●2 級整備士の講師の方に、資格取得講習は受講させ

ますか？（寺﨑） 

→ 学科・口述試験合格した職員がいたら、受講させ

ます。 

優れた人材について広範囲に情報収集す

ると共に、教員募集・採用業務を推進して

いる 

関連企業等との連携の更なる強化 同意 

教員に余裕がないため研修に参加できな

い場合がある。 

継続的な募集による教員の確保 同意 

教員の指導能力向上のため、福岡近傍で

企画される関連分野の研修会に教員を参

加させているが、教員数に余裕がないた

め参加できない場合がある。 

継続的な募集による教員の確保 同意  
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４ 学修成果 

一級自動車整備士コース、二級自動車整備士コース、留学生基礎自動車整備士コースそれぞれ毎に明確な目標を設定し、結節毎の評価判

定と個々に応じたきめ細やかな教育により、段階的な実力向上を図っている。 

令和２年度は、自動車整備士国家試験を受験した留学生が１００％合格できたことは、大きな成果でもあり、日本人学生も 100％合格で

きたことは、引き続きよく分析検討し教員の能力向上を含め今後の教育に反映していく。 

退学率の軽減策については、担任制により、自己発見検査やスクールライフアンケートで学生の心情等の把握に努めるとともに、職員間の

情報の共有により組織的に退学率の軽減を図っている。 

就職に関しては、日本人学生、留学生ともに、１００％就職できており、着実に成果があがっている。 

課   題 改  善  策 評価委員意見と回答 

一級自動車整備士資格保有者を含むより

好条件での就職 

きめ細やかなアフターケアーによる企

業等関連業界との信頼関係の維持強化 

●特に就職後の留学生について、特有の課題等を情報

共有し、今後に活かしていきたいと思います。 

（鶴戸） 

 

資格取得率の向上 今年度国家試験１００％合格達成。 

継続に努める 

同意 

学力不足により教育について行けない学

生や学習意欲の低い学生への対応 

教員の充実による学生の個々の特性・

能力に応じたきめ細やかで柔軟性ある

指導体制の構築 

同意 

卒業生に関するデーターが学校として整

理できていない。 

自動車関連業界や社会で活躍する卒業

生の名簿の整備 

同意 

就職担当教員や卒業生の担任による情報

収集が主体となっており十分把握できて

いない部分もある。 

企業等に対するアンケート調査の検討 同意 
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５ 学生支援 

就職支援策については、各種教育を通じて、入学時から学生の職業意識の涵養に努めるとともに、クラス担任及び就職担当によるきめ細

やかな就職・進路指導により、概ね希望の方面に１００％就職できている。 

経済的な支援に関しては、学校独自の特待生制度を保持するとともに、複数の担当事務職員の指定により高等教育の修学支援新制度を含

めた日本学生支援機構の奨学金制度等を可能な限り有効に活用できるように、学生、保護者が利用しやすいきめ細やかな支援体制を整備し、

懇切丁寧な対応に努めている。 

課   題 改  善  策 評価委員意見と回答 

就職担当、クラス担任を中心に面接指導、

相談等を行い、学生の希望に沿った進路、

就職支援体制を整備しているが、留学生

の増加に伴う就職支援体制の強化が必要 

就職支援担当教員の補佐者の指定 

 

同意  

学生相談に対応するためクラス担任制に

よる他、事務職員を含め相談内容に応じ

た対応者を指定するとともに、必要に応

じ副校長主導による総合的な対応を行っ

ているところであるが、留学生の増加に

伴い、多様な留学生と十分にコミュニケ

ーションがとれる体制の整備が必要 

留学生の同級生や上級生の協力の獲得

によるより効果的な学生相談に対する

体制の整備 

 

同意  

学校独自の特待生制度を保持するととも

に、高等教育の修学支援新制度を含めた

日本学生支援機構の奨学金制度等を利用

し易いきめ細やかな支援体制を整備して

いるが、学生の関心が低い。 

保護者への積極的な情報提供及びクラ

ス担任を含めた継続的な新修学支援制

度に関する普及教育 

同意 
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定期的健康診断及び就職前の健康診断を

行いクラス担任等と連携した日々の健康

管理指導を実施している。 

コロナ禍になり、特に学生の毎日の健

康状態を把握し、校内はマスク着用を

義務付ける。 

●コロナ禍で検温はどのようにされていますか？ 

（寺﨑） 

→朝、登校時に校舎内に入る前、一人一人検温・手の

消毒をさせています。 

課外活動は、クラス担任等が学生の希望

に応じ可能な範囲で支援を実施している

が、 

組織的な支援体制については十分整備で

きていない。 

定期的に学生の意見を聴取し、必要な

支援体制を確立する。 

同意 

保護者と適切に連携されているか 保護者の意見を聴取し、さらに適切な

連携に努める 

同意 

卒業生の就職先への会社訪問を行うとと

もに、インターンシップの機会に卒業生

の激励や活躍状況の把握を行っている。

また、相談があれば卒業後も就職のサポ

ートを実施しているが、能動的な支援体

制は整備できていない。 

就職支援体制の強化による能動的な卒

業生への支援体制の構築 

同意 

学園内の関連校と連携し、一貫したキャ

リア教育・職業教育に取り組んでいるが、

学園以外の高校との連携が不十分 

新たな連携校の開拓が必用 

 

同意 

 

６ 教育環境 

福岡市博多区の博多駅の近傍に位置しており、カーディーラー等自動車関連の企業が多数集中する地域が、通学路と重なっていることか 
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 ら職業意識の涵養や修学意欲の向上に適した恵まれた教育環境にある。 

また、学生の居住する地域の近傍には、複数のカーディーラーや自動車整備工場が存在することから、希望のインターンシップ先で研修 

 しやすい環境にある。 

学校の施設・設備については、一級及び二級整備士養成施設として必要な基準を十分満たしており、施設の防火点検や車両用エレベータ 

 ー等の保守点検等も定期的に受検し、合規適正に管理している。 

課   題 改  善  策 評価委員意見と回答 

逐次進化する自動車の整備に必要な教材

の確保 

自助努力による施設・設備の整備によ

る経費の節用と効果的な運用 

同意 

事務職員を含め組織的にインターンシッ

プ先の確保及び研修状況の把握に努めて

いるが、留学生の増加に伴うインターン

シップ受け入れ企業の確保が今後の課題

である。 

ディーラーや各社整備工場との連絡の

維持及び先行的な調整 

 

 

 

 

同意  

防災に対する体制整備 事務職員の担当者を指定し、計画的に

防災訓練・防火設備点検を行う 

同意 

 

７ 学生の受け入れ募集 

本校は開校以来、建学の精神である「個性の伸展」を重視し、整備士への夢と希望を持った生徒、社会人、工業系自動車科・コース以外

の出身者、留学生を、幅広く受け入れている。 

地域的には九州・山口各県を中心に、教職員に担当区域を付与し、それぞれの担当区域内の高校訪問を計画的に実施し募集広報を行って    

 いる。 

また、ホームページやパンフレット等、各種広報媒体に国家試験の合格状況や就職状況等の教育成果を正確に伝えている。 

課   題 改  善  策 評価委員意見と回答 
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教職員に広報担当区域を割り当て高校訪

問を行うとともに、進学ガイダンス等各

種募集広報手段を駆使し学生募集活動を

行っているが、日本人学生特に一級自動

車整備士コースの確保ができていない。 

日本人学生特に一級自動車整備士コー

スの学生の確保に向けた募集広報の強

化 

 

同意  

学生募集活動においては、３０年以上の

高い就職実績と国家試験合格までの教育

ノウハウ、多くの卒業生が自動車業界で

活躍していることを、高校訪問やオープ

ンキャンパス、進路ガイダンス等を通じ

周知に努めているところであるが、教職

員の募集広報能力の向上が必要である。 

教職員の募集広報に係る勉強会及び機

会教育の実施による教職員の募集広報

能力の向上 

同意 

校納金は妥当か 県内同種の専門学校の校納金と同程度

の金額を設定 

 

 

同意 

 

８ 財務 

学校法人都築学園全体として効率的・効果的な経営に取り組んでいるところであり、中長期的には学校の財務基盤は安定しているものと

考えている。 

また、私立学校法や学園規程に基づき、公認会計士による監査を行い、評議員会、理事会に報告するとともに、ホームページ上で情報公 

 開している。 

課   題 改  善  策 評価委員意見と回答 
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中長期的には、学校の財務基盤は安定し

ているものの、安定的な学生数の確保が

重要である。 

効果的かつ効率的な募集広報 同意  

予算・収支計画は、前年度の収支を結果を

踏まえ、より一層の改善を図るよう計画

しているが、安定的な学生数の確保が重

要である。 

効果的かつ効率的な募集広報 

 

同意  

 

 

 

財務について会計監査が適切におこなわ

れているか。 

法人の規程に基づき適切に行われてい

る 

同意 

財務情報公開の体制整備はできている

か。 

学校のホームページで公開している。 同意 

 

９ 法令等の遵守・内部質保障 

本校は文部科学省から認可された専修学校であり、国土交通省の一級・二級整備士養成施設であるため、専修学校としての文部科学省の

設置基準を遵守するとともに、福岡陸運局による立ち入り検査を受検する等、合規適正に学校運営を行っている。 

  また、自己点検・評価を行い問題点の改善を図るとともに、その結果を学校ホームページで情報公開している。 

課   題 改  善  策 評価委員意見と回答 

法令・専修学校設置基準の順守と適性な

運営 

適性に校務運営をおこなっている。 同意 

個人情報の保護のための対策 

 

法人の規程に基づき適切に個人情報保

護のための対策をおこなっている。 

同意 
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毎年自己点検・評価を行い問題点の改善

を行っているが、学校関係者による評価

については、未実施である。 

令和 2年度以降、学校関係者評価を実

施する。 

同意  

 

自己評価結果を公開しているか。 学校ホームページに公開 同意 

 

10 社会貢献・地域貢献 

若者の車離れが進んでおり、車に興味を持つ若者が減少する中、自動車業界や自動車整備士について高校生、中学生に幅広く知って貰う

ため積極的に体験学習等の授業を受け入れている。 

また、留学生基礎自動車整備士コースでは、年２～３回、近隣の公民館で地域の住民と留学生の交流行事を催すとともに、年１回の献血

や月１回の学校周辺地域の清掃活動を行っている。 

課   題 改  善  策 評価委員意見と回答 

教育資源や施設を活用した社会貢献・地

域貢献をおこなっているか。 

 

 

コロナ禍でかなりむずかしくなってい

ますが、留学生に地域との交流や献血

活動などの取組をおこなっている。 

同意 

ボランティア活動に関するポスターを掲

示し学生の啓蒙を図るとともに、ホーム

ルームでの紹介等活動の奨励を行ってお

り、学生のボランティア活動の状況の的

確な把握が課題 

ボランティア活動に参加している学生

の激励や輸送等の支援を積極的に行う

とともに、ホームルームでの紹介、活動

の様子の写真の掲示等により継続的な

学生の啓蒙を図る。 

同意  
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自動車業界や自動車整備士について高校

生、中学生に幅広く知って貰うため積極

的に体験学習等の授業を受け入れてい

る。 

また、関連企業の外国人労働者に対す

る日本語教育を、本校で日本語教育を行

っている非常勤講師が実施している。 

今後は、地域に対する公開講座・教育訓

練受託のための態勢の確立が課題 

地域に対する公開講座・教育訓練の計

画の具体化と積極的なＰＲ 

同意 

11 国際交流 

少子化による国内の慢性的な労働力不足を踏まえ留学生基礎自動車整備士コースを設置し、海外の多様な国からの留学生を広く受け入れ、 

グローバルな環境を活かして日本人学生と留学生の職業人養成を行い国際社会に貢献する学校を目指している。 

課   題 改  善  策 評価委員意見と回答 

少子化による国内の慢性的な労働力不足

を踏まえ留学生基礎自動車整備士コース

を設置し積極的な留学生の受け入れを行

っているが、今後は、留学生基礎コースか

ら二級自動車整備士コースに進級した留

学生の確実な就職先の確保が課題であ

る。 

インターンシップの機会等を活用し、

自動車整備関連企業の外国人労働者に

関する理解を促進する。 

 

同意 

留学生の受け入れ、派遣、在籍管理等は適

切に行なわれているか。 

法令に基づき適切に行なっている。 同意 

留学生の学習・生活指導等について学内

に適切な体制が整備されているか。 

クラス担任を指定し、教員・事務職員全

体で、必要な情報を共有し適切に学習・

生活指導等ができるよう体制を整備し

同意 
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ている。 

学習成果の適切な把握と国内外への情報

発信 

学習成果の係数的な把握と学校ホーム

ページ等での公表 

同意 

 

12 全般を通じての意見 

 ●地域貢献について令和 2 年度は、新型コロナウィルス感染が収束しない状況で、各種行事が充分できなかった。 

  令和 3年度は、公民館交流行事、献血、清掃活動等に積極的に参加してもらいたい。（平野） 

 

 ●就職率１００％、1級及び 2 級自動車整備士試験合格１００％ 

  これは、学生はもちろん、先生方の日々の献身的な努力の結果だと思います。 

  これから自動車整備を目指す人にとって、就職率や合格率が１００％なのは大きなアピールポイントになります。 

  自動車整備士へ進む子供達が減っている中今一度、学校のパンフレットやオープンキャンパスの内容の充実を図ってもらい 

  「子供達が第一自動車大学校へ入学して良かった」と思うような学校へなることを期待しております。 

 


